
 

 

摂 津 市 議 会 

 

文教常任委員会記録 
 

 

 

平成２７年１０月２０日 

 

 

 

 

 

 

摂 津 市 議 会 
 



 

 

目       次 

 

文教常任委員会 

１０月２０日 

 

 会議日時、場所、出席委員、説明のため出席した者、出席した議会事務局 

職員、審査案件 ------------------------------------------------------------- 1 

開会の宣告 ----------------------------------------------------------------- 2 

委員会記録署名委員の指名 --------------------------------------------------- 2 

認定第１号所管分の審査 ----------------------------------------------------- 2 

  質疑（大澤千恵子委員、東久美子委員） 

採決 ---------------------------------------------------------------------- 33 

閉会の宣告 ---------------------------------------------------------------- 33 

 



- 1 - 

 

文 教 常 任 委 員 会 記 録 

 

１．会議日時 

  平成２７年１０月２０日（火）午前９時５９分 開会 

                午後２時２１分 閉会  

 

１．場所 

  第二委員会室 

 

１．出席委員 

  委 員 長 安藤 薫 副委員長 東 久美子   委  員 大澤千恵子 

  委  員 水谷  毅 委  員 市来賢太郎 

 

１．欠席委員 

  なし 

 

１．説明のため出席した者 

  市 長 森山一正     教育長 箸尾谷知也 

教育総務部長 山本和憲  総務課長 溝口哲也  子育て支援課長 木下伸記 

  次世代育成部長 前馬晋策  同部参事兼こども教育課長 小林寿弘  

学校教育課長 荒木智雄  同課参事 野本憲宏 

教育支援課長 撰田裕美 

生涯学習部長 宮部善隆  生涯学習課長 柳瀬哲宏   

文化スポーツ課長 辻 稔秀  

 

１．出席した議会事務局職員 

  事務局次長 橋本英樹 同局書記 渡部真也 

 

１．審査案件 

  認定第１号 平成２６年度摂津市一般会計歳入歳出決算認定の件所管分 

   

議案第４８号  

 



- 2 - 

 

（午前９時５９分 開会） 

○安藤薫委員長 おはようございます。 

 本日の委員会記録署名委員は、大澤委員

を指名します。 

 先日に引き続き、認定第１号所管分の審

査を行います。 

 質疑に入ります。 

 先日の質疑に引き続いて、大澤委員。 

○大澤千恵子委員 おはようございます。 

 先日に引き続きまして、質問を続けさせ

ていただきたいと思います。 

 前回、ランドセルの質問が１件抜けてお

りましたので、ランドセルの質問から入ら

せていただきます。 

 ランドセルなんですけども、４３０個、

平成２７年度で余っていると。小学校１０

校あって、大体４０個ぐらいが各小学校の

中に在庫として残っているということで

よろしいかと思うんですが、このままいき

ますと、どんどんランドセルが増えていく

状況にあると思います。 

 私、前回お話ししたように、紺と赤を選

ぶという時点で確実に余ってくると思い

ます。例えば、転入された方が女子のお子

さんであれば、やっぱり赤を選ぶ確率が多

いと。すると紺の在庫が余ってくる、こう

いったことを前にもご指摘したと思いま

す。 

 黄色にしたらどうかと、一色にしたらど

うかという提案もさせていただいたとこ

ろ、平成２４年にアンケートをとってらっ

しゃって、そのアンケートに基づくと、黄

色と回答された方が少なかったので黄色

はしなかったというようなことをおっし

ゃっておりました。 

 在庫を見ますと、学校の倉庫の中にラン

ドセルが箱の中に入っているんですけど、

その箱がランドセルを入れる箱なので物

すごく大きくて分厚い。これを見られたこ

とあるかどうか、私わかりませんけども、

かなりのウエートを占めているというの

が現状です。 

 以前そのお話しした中には、防災用の避

難用のバッグとして使えないかとか、海外

のほうにだったら摂津のマークをつけて

いても送れるんじゃないかということで、

私が一度、ロータリーさんに打診したんで

すけど、団体さんのほうからは、ちょっと

難しいということで返答いただいている

んですけども、そういったことを努力して

いただきたいと思います。でないと、いつ

までたってもここへ置いたままで、中身を

あけてみますと、やっぱり劣化してくるん

ですね、色がはげてきてる、こういった状

況があって非常にもったいないことだと

思います。 

 毎年毎年、予算ついておりますけれども、

子どもたちは喜んでおります。今回、歳入

の部分で３，０００円というランドセルの

歳入がありました。これは、多分恐らく、

どなたかにお売りした歳入部分だと思う

んですけども、例えば、摂津市内の子で、

３，０００円のお金もらうんだったら、余

ってるんだったら、それがいいかどうかは

別としても、お渡しすることも可能だった

はずだと思いますし、例えば、他市の人か

ら、このランドセルが欲しいということで

あったとするならば、それぐらいそのラン

ドセルにしっかりとした価値があるとい

うことなので、ある意味、どういった使い

方をしていくのかということは担当課と

しても検討していただきたいなと思いま

すし、いつまでも放っているとどんどん、

あと５年後には１００個、２００個になっ

てくる可能性だってあるわけですから、こ

こをやっぱり考えていただきたいなと。 
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 これは２回お話しておりますので、必ず

これに対しては何らかの対応をしていた

だきたいと思います。これは要望にしてお

きますので、よろしくお願いします。 

 それから、前回お答えいただいた部分は、

今から質問する部分を除いて要望とさせ

ていただきますので、ご了承いただきたい

と思います。 

 残りまず一つは、安全対策事業です。 

 この安全対策事業なんですけれども、こ

の間もほかの委員からもいろいろご質問

がありました。私のほうからも、安全対策

事業については１回目、２回目の質問をさ

せていただきました。 

 この中に、防犯ブザーがあります。私は、

前回、前々回にも決算のときに防犯ブザー

が本当に子どもたちの役に立つという言

い方はおかしいですけど、実際使わないほ

うがいいわけですけども、この防犯ブザー

が今の時代に適しているのか。 

 それから、防犯ブザーの種類も検討した

ことがあるのかというお話をさせていた

だいたと思います。 

 今、子どもたちの見守り隊で見ておりま

すと、子どもたちの約３分の１ぐらいです

か、防犯ブザーつけておりません。つけて

る子に関しましては、ランドセルの横につ

けているんですよ。ランドセルに手を回そ

うと思うと防犯ブザーがなかなか引っ張

れない。これ、現実なんですね。横に動く

んでね、キーホルダーになっているんで。 

 防犯ブザーの種類を以前検討してくだ

さいというようなお話もさせていただき

ました。安全事業委託料で７２万円、防犯

ブザーが９５万４，０００円を予算として

使っています。これをもう一回検討してい

ただいて、９５万４，０００円を毎年この

防犯ブザーが計上されているわけですけ

ども、地域の子どもの安全・安心地区の見

守り隊、こういったところに流用されると

か、いろんな方法あると思うんですけど、

今、校門を通ればチップが作動して親の携

帯に飛ぶとかね、そういうような防犯ブザ

ーのかわりになるようなものもほかの学

校でもされているところもありますので、

値段的なものがどうなのかわからないけ

れども、防犯ブザーのほうがきっと恐らく

安いとは思うんですけど、学校に入ったと

いうのを確認できることも一つの安心で

すし、今帰ったよというのが確認できるの

も安心ですし、そういったことも含めて、

それをしろと言っているんじゃなくて、ほ

んとに防犯ブザーが子どもたちにとって

今の時代に適しているのかどうかという

のは一つ考えていく必要があるかと思い

ます。 

 まして、ころころ動くので、非常に引っ

張りにくそうに、これ引っ張れると言うた

ら、どこにあるか、特に１年生の子は大き

い子じゃないので、後ろに手がなかなか届

かないということがありますので、そうい

ったことも含めて、もう一度考えていただ

きたいなと思いますけど、この件について

も２回目の質問です。これについて、検討

されたのかどうか、お答えいただきたいと

思います。 

 それから、契約の件についてです。 

 文化スポーツ課、辻課長のほうからもお

答えいただきました。全く契約についての

認識がありませんというふうにお答えい

ただきました。教育長のほうからも、これ

については過去の流れでやってきたとい

うことで謝罪もありました。 

 実際に契約については、ほんとにひどい

状況です。摂津市の音楽祭の業務委託、こ

れに関しましても、まず日付が違いますよ
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ね。平成２６年４月１日から平成２６年３

月３１日までとするというような委託契

約書が普通に交わされていた。それを気づ

いたのが８か月後、１２月に気づいて訂正

をかけていらっしゃいます。間違いでした

というような添付資料もついていますけ

れども、こういった契約書の中身というの

は非常に重要な中身であると思います。 

 今、いろいろ例に挙げていますけど、一

つは、委託契約のあり方を、私は一般質問

でも言いました。これがほんとに委託契約

にふさわしいのかどうかということも実

際調査していかないといけないと思うん

ですけども、例えば、委託契約の中でも学

校の部分、学校体育施設開放事業について

ですけれども、学校体育施設開放事業委託

料というふうに入ってます。この学校の体

育施設開放事業委託料という件に関しま

しては、文部科学省のほうから学校体育施

設に関するいろんな通達がきているんで

すが、体育施設に関しましての趣旨、これ

に対しての内容と実際、学校で運営されて

いる学校体育施設開放事業とは少しかけ

離れていると思います。 

 実態調査してみますと、この学校体育施

設に関しまして、全て１４万円という委託

料が発生しています。この委託料の１４万

円について、大体の小学校はＰＴＡの会長

が委員長になってサインをしています。こ

れは、私もＰＴＡの経験がありますから、

３年間、学校体育施設に関してはサインを

してきました。サインをしたんですけども、

この１４万円のお金は委員長のところに

入っているかというと、このお金は学校の

教頭先生がほとんど預かっている状態で

す。この中身というのは、ほとんどが砂、

にがり、どこの学校もそういったものに使

われている。ほとんど同じです。あとはほ

うきとか、体育館施設の備品なんかにも使

われていることはあるんですけども、そこ

にこの摂津市学校施設の使用に関する実

施要綱というのがあるんですが、ここには

運営委員会に委員長、副委員長、会計及び

会計監査を置きというふうにも書いてあ

ります。 

 しかしながら、この決算書類が報告で上

がってくるときには、会計監査なんていう

ものは一つもありません。基本的に各学校

にお任せをしている状態だと思うんです

けれど、通帳も学校の先生が持っている。

１４万円入り、印鑑は確かに押してるんで

すけど、その使用していることについての

協議もなされているか、なされていないか

もわからない状況であると。これは過去の

流れでずっとこの１４万円が学校施設開

放、先生たちもご存じだと思いますけど、

学校施設開放については１４万円が入っ

ている。 

 これは、何のために学校体育施設開放事

業があるのか。要は、いろんな団体さんが、

この曜日は私たちですよという会議だけ

のためにこの学校体育施設開放事業があ

って、お金のことに関しては、ほとんどノ

ータッチであるということです。 

 ですから、この中身を見ますと、委員長

はいいんですけど、運営委員会というのも

実は開かないといけないと書いてありま

す。運営委員会開いているんだと思うんで

すけど、ここには教職員とかスポーツ推進

員、青少年指導員、自治会役員、ＰＴＡ役

員、子ども会役員の中から委員会が任命す

るものであるということで二重組織にな

っているという話ですけど、ほとんど機能

なされていないということです。 

 各学校によっては、この施設の登録団体

の方たちが夏休みに草刈りとかしている
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ところもあるのかもしれませんけれども、

それについての費用をそこで考えて捻出

しているわけではなくて、ほとんど皆さん、

どこの小学校、中学校でも同じ様式で、同

じものに使われていて、同じような形で印

鑑が押されているだけであるというふう

に思います。 

 私は、この学校体育施設開放事業につい

て、学校にそのままお金入れて、運動会に

砂が足りなくなったら運動会の砂に使う

とか、この１４万円を学校にそのまま渡し

ている事業のほうが全然いいんじゃない

かと思います。学校体育施設開放事業に１

４万円を渡している意味が見出せない。だ

って学校が勝手に砂買っているだけの話

ですからね。 

 ですから、このあたりどのようにお考え

なのか、また、その認識してるのかどうか、

過去の流れからずっとこういうふうに流

れてきていると思うんですけど、これにつ

いて。 

 私は、逆に、学校が報告書をつくって、

要らん手間が学校側に出てきているだけ

の話ではないかなと思いますし、校長が学

校運営に対する予算が幾らかある中の部

分に、それを盛り込んだほうがすんなりい

くんじゃないかなと逆に思ったりもしま

したし、そこは私の所見ですけども、その

あたりお答えいただきたいと思います。 

 プラスアルファ、市長杯総合スポーツ大

会事業、これも同じく契約です。これは、

体育協会がやっている市長の総合スポー

ツ大会ですけど、これに関しても、もうこ

こで一々全部説明しませんけれども、逆に

体育協会が何の意味があるのかなって。３

万円の補助金を各連盟に出している、そし

て各連盟が市長杯や体育協会杯やってお

りますけども。先日、私は体育協会杯で剣

道大会に寄せていただきました。体育協会

杯であるにしても体育協会の方が来られ

ているわけでもない。ほんとに間にいてる

中間支援組織みたいなんであるだけの状

態であると思います。 

 ３万円払っているけれども、各団体によ

っては２万円そこに登録団体の加盟料と

して払わないといけない。実質残っている

のは、団体が多ければ、２万６，０００円

というところもありますけど、実際３万円

払っても２万円ぐらいは返さないといけ

ないわけですよ。この意味は何で、そこに

何を見出しているのか。過去はよかったと

思います。でも時代の流れとともに、どん

どん連盟に加入する人も減ってきている

ということの原因も考えていかないとい

けないと思いますし、契約に関しましても、

ほとんど書類の提出がなされていない状

況であります。 

 先ほども言いましたけれども、いろんな

提出書類が出てない中で、契約がずっと遂

行されてきたと思います。 

 この間も教育長が謝罪されておりまし

たけれども、実際、全部洗い出さないとい

けないと思います。私、マラソン大会の実

行委員長をしておりました。このマラソン

大会に関しましても、きのうもマラソン大

会の実行委員会ありましたけれども、市民

と一緒にやろうとする態度とは思えない。

何をお願いしても、こっちがやる気になっ

たとしても、文化スポーツ課自体が、この

契約をほとんど他団体と契約するわけで

すけど、一緒にやろうとする誠意が見えな

い。これ、私が見えないということは、市

民の方たちというのは、もっと市役所に対

して不信感を生み出すんじゃないかなと

いうふうなことを実感しました。 

 実際ね、申し上げましたら、ふれあいマ
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ラソンの大会実行委員会の印鑑を勝手に

押していたわけじゃないですか。私は、そ

れを指摘させてもらいましたよね。それに

もかかわらず、一緒に協働で何かをする、

例えば、委託であるならば委託としての責

任をしっかり持ってもらいたいはずなの

に、そこに移行する間の移行期間の間にも

全くの努力が見られない。 

 私は、昨日のマラソン大会の実行委員会

を出ずに帰ろうかなと思いました。市民の

方やったら、もう二度と来ません。私は責

任があるから行きましたけれども、そこに

ついて担当課の職員の方々は、一生懸命や

ろうとはしています。でも、そこについて

いる部長とか課長ね、見て見ぬふりじゃな

いですか、全く。都合の悪いことになった

ら、それを見て見ぬふりをして、しっかり

と指導ができていない、職員に対して。そ

うじゃないとおっしゃるかもしれません

けど、そうしか見えないんです。 

 私は、もっと職員の方たち、これだけの

ものを抱えているから、私自身はもっと楽

に業務をしようとしたほうがいいじゃな

いかと、この間からも質問しております。

しかし、私は、一生懸命やっている指導の

仕方が間違っているんじゃないかなと、き

のうも思いました。それについて、１回こ

の間、マラソン大会の実行委員会で不備が

ありました。謝罪もされました。書面にも

書かれましたよね。今回も一般質問で指摘

もしました。それにもかかわらず、何か改

善方法やこれからしようという姿勢が全

く見受けられないんですけど、教育長、こ

れに関して先日も答弁いただきましたけ

れども、喉元過ぎれば忘れるんですか。そ

れだけの答弁だけで終わるんですか。繰り

返していますよね。このままだったら、ど

んどんもっともっといろんなことが出て

きますよ。危機管理が余りにもなさすぎま

す。全く納得ができないんですよ、私はこ

れに対して。この一連の契約のことに関し

ても、私は改善していただけると思ってい

ましたし、何か努力をしていただけると思

っていましたし、それについてもっと部下

の指導も教育もしっかりしてもらえると

思っていました。 

 でも、私は、きのう実行委員会を帰ると

言って出ました。行きませんと言いました。

しかし、私には責任があります。団体さん

を新しく新規で入れました。だから実行委

員会に行きましたけれども、それでも課長

からも部長からも、実行委員会に見に来る

ことも、電話も一本もない。勝手にやっと

けばいい、そういう態度だったじゃないで

すか。 

 これは、私のことだけじゃないです。こ

れから、もし委託事業を前向きに市民の方

たちにやってもらおうとしていく中で、市

民とのトラブルになる一つの原因です。ほ

んとにこれができるのか、委託事業をきっ

ちりと精査できるのか、そこをお答えいた

だきたいと思います。 

 以上です。 

○安藤薫委員長 答弁求めます。 

 溝口課長。 

○溝口総務課長 それでは、安全対策事業

の防犯ブザーにかかわるご質問に対して

のお答えをさせていただきます。 

 防犯ブザーにつきましては、先般、水谷

委員のご質問にもお答えさせていただい

ておりますけれども、現在、新入学の児童

の方に対して無償で貸与させていただき

まして、１年後には無償で譲渡という形で

お使いをいただいているものでございま

す。時代に合っているかというご質問であ

ったと思うんですけれども、昨今いろんな
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不審者事例であったり、また、凶悪な事件

等起こっている中で、我々といたしまして

は、防犯ブザーが安全対策の中で、有効な

一つの手段として今後も必要であると考

えております。 

 今現在、子どもさんの３分の１ほどの方

しかランドセルのところにつけていただ

いていないというようなご指摘もいただ

いております。落としても故障、破損しに

くいようなゴムのラバーの素材を使った

形のもので、ピンを引くタイプがこれまで

主流だったと思うんですけども、今回、ボ

タンを押す形での使いやすい防犯ブザー

という点で一定改善したものを導入させ

ていただいているところでございます。 

 今後、またいろいろなご意見をいただき

ましたら、よりよい使い勝手のいい形で改

良を図ってまいりたいと考えております

ので、よろしくお願いいたします。 

○安藤薫委員長 続いて、辻課長。 

○辻文化スポーツ課長 まず、学校開放の

件でございます。 

 学校開放につきましては、あくまでも社

会教育分野における事業ということで、一

定学校教育課程とは完全に切り離した形

で市民の方に学校の体育施設をお使いい

ただいているというような状況でござい

ます。 

 学校開放に関する法令等々は、いろんな

規定がございますけれども、教育基本法で

ありますとか、学校教育法、社会教育法、

スポーツ基本法等々、社会教育の振興のた

めに学校の施設を利用させることができ

るとか、努めなければならないという規定

に基づくものでございます。 

 １４万円という委託料の意味が見出せ

ないということではございますが、やはり

学校の教育課程でグラウンドを管理して

いく以上に、開放で使わせていただくため

には、当然、土日に各種の大会を実施する

場合、白線、ラインマーカーの消耗品、に

がり等々の消耗品が必要になってくるも

のと思います。 

 また、開放で必要な備品等々が発生しま

した場合には、当然その学校を使わせても

らうんだから学校の備品を貸してくださ

いとなり、学校が応じていただける場合は

いいんですけども、ないものまで新たに学

校の負担を求めるというのは開放の趣旨

からも異なると思いますので、そのあたり

を１４万円という委託料の中から開放事

業のほうで調達しているものと解釈して

おります。 

 また、ほとんどがＰＴＡの会長が開放委

員会の代表になっておられるということ

でございましたが、中には学校の先生が委

員長になっていただいているところも

多々ございます。 

 会計監査でありますとか、中の役員のこ

とについては、今現在、わかりかねますが、

それぞれの役割に応じてきちんと会計の

処理をしていただくよう働きかけようと

思います。 

 市長杯につきましては、市長杯総合スポ

ーツ大会委託料ということで委託料をお

支払いして実施していただいているとこ

ろでございます。 

 ただ、市長杯のお金の流れでございます

が、まず、３万円という体育協会からの分

担金、これは市長杯の総合スポーツ大会委

託料をお支払いした中から体育協会が市

長杯を実施する連盟に対して３万円の分

担金をお支払いしながら、その中で市長杯

を実施していただくというお金でござい

まして、体育協会への各連盟からの体育協

会の加盟金ですね、そちらのほうは、この



- 8 - 

 

市長杯とは直接的な関係はございません。

あくまでも各連盟が体育協会に加盟をす

るための各種の負担金といいますか、加入

金でございますので、それは体育協会の活

動の原資に充てられるということでござ

います。 

 一見同じ時期にやっておりますので、払

ってもらってと、何をしているのか分から

ないような状況にありますけども、全く性

質の違うものということでご理解いただ

けたらと思います。 

 以上です。 

○安藤薫委員長 宮部部長。 

○宮部生涯学習部長 ご質問いただいた

契約、あるいは体育協会の件でございます

けれども、ご存じと思いますが、体育協会

は昭和４４年に４つの連盟が参加されま

して発足いたしております。同じ時期に文

化連盟も発足いたしまして、体育協会、文

化連盟は本市のスポーツ、文化の振興に携

わってきていただいております。昭和４４

年ということでございますので、摂津市の

市制が４１年ということで、摂津市の市制

と軌を一にして本市の文化、スポーツを担

ってきていただいた団体でございます。 

 体育協会のお話でございまして、先ほど

加盟金の話もございましたけれども、体育

協会そのものに各連盟から拠出金が出る

のであれば体育協会としてやっていける

と思いますけれども、そういった収入がな

いということであれば、我々としては文

化・スポーツの振興、また、その団体間の

連絡・調整というのが我々の務めでござい

ますので、これまで体育協会の事務を担当

してきたということでございます。 

契約の中で、マラソン実行委員会も含め

てでございますけれども、教育委員会に事

務局を置くというそういう規定の団体も

ございます。そういったことで、その団体

の事務局を担当しながら、一方で行政とし

て事務を行い、契約を行っているというこ

とがございます。これは本会議で述べまし

たけれども、そういった形態が常態化する

ことによりまして、職員の間にそういった

業務の範囲が曖昧になったことによって、

今回このようなご指摘をいただいている

と思います。 

 そういったところで、今回ご指摘をいた

だいたところにつきまして、印鑑を保管し

ている、あるいはごく一部でございますけ

ども通帳も持っていたと、そういうような

ことで、これは従来よりといいますか、こ

れまでの慣例として事務を効率よく進め

るというような意味もございましたけれ

ども、こういったことが公明性であります

とか、あるいはそういった疑念を抱かれる

というようなことにもなりますので、今回

そういった点については、全て改めるよう

に指示はいたしておりますし、通帳につき

ましては、各団体に全てお渡ししたところ

でございます。 

 それから、前後して申しわけないんです

けども、体育協会に戻りますけれども、体

育協会の事務をやっているということに

つきまして、もし外出しすればそれなりの

事務員を雇っていただく必要が出てまい

ります。そういったことをすることによっ

て自主性を高めるということがございま

すけども、委員会の記録とか見ていただき

ますと、以前にそういったことで補助金を

出して事務員を雇っていただいて自主運

営をしていただこうという時期がござい

ました。しかしながら、その事務だけでは

体育協会として回していけないというよ

うなこと等、あるいは第３次行革による補

助金の見直しというようなことがござい
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まして、現在の姿に戻っております。 

 今回の体育協会の件でございますけれ

ども、第５次行革で、団体の事務、補助金

も見直していくということで第５次行革

の中で見直しということになろうかと思

いますけれども、いずれにしましても、外

出しするか、あるいは我々が事務を担当す

るか、いずれかになってこようかと思いま

す。この点につきましては、本会議でもご

答弁させていただいておりますけれども、

団体事務、イベントの見直し、これが第５

次行革のメニューでございますので、この

体育協会の事務も含めまして第５次行革

の期間内に見直しをさせていただきたい

と考えております。 

 これまでの長い歴史がありますので、体

育協会の事務を全て外出しできるかどう

か、そこのところは問題や課題もあろうか

と思いますけれども、見直してまいりたい

と考えております。 

 体育協会にありましては、そういったと

ころで本市のスポーツを担ってきていた

だいた団体でございますので、その体育協

会があることによって何か意味があるの

かというようなことでございますけれど

も、こういったスポーツを担っていただき

まして、また、スポーツ団体をまとめてい

ただいているというところで、我々として

はありがたい団体であると考えておりま

す。 

 それから、マラソンの件でございますけ

れども、これまで委員がご質問なさったよ

うな形で印鑑を持ち、契約書を作成して、

そういう契約行為を行ってきたことは事

実でございます。 

 ただ、契約をするに当たりまして、当然、

行政として契約をいたします。それから、

マラソン実行委員会としての事務もござ

いますので、我々そういう形で契約をして

きたわけでございますけれども、必ず契約

には行政と相手方がございます。相手方は

そういう団体になるわけですけれども、や

はり全ての契約行為において行政と相手

方、必ずあります。相手方にもよりますけ

れども、全ての事務をしていただくという

ことはなかなか現状としては難しい状況

であります。 

 そのマラソン実行委員会におきまして

も、やはりそこのところを相手の団体とし

ては全て我々に任せていただいていると

いうような状況があったものでございま

すので、平成２５年度、平成２６年度、実

行委員長がかわられましたけども、そのよ

うな形で引き続き契約行為を行ったとい

うことでございます。 

 このことにつきましては、本会議でも反

省しているということで述べさせていた

だいておりますが、この契約は相手方があ

ることですから、その契約を見直していこ

うとすれば、やはり相手方に委託契約とは

こういうことであると十分ご説明をして

から、その委託契約に基づいて相手方の団

体も契約をし、また、業務を実施していた

だく、これは十分説明をした中で、また、

理解を得た中で見直しを進めていかなき

ゃならないと考えておりますので、ここの

ところは、来年度の契約に向けまして十分

団体さんとお話をさせていただいて、しか

るべき契約を目指していきたいと考えて

おります。 

 あと平成２７年度に残っております契

約につきましては、マラソン実行委員会と

演劇祭の契約ということになりますので、

この部分につきましてもご指摘の部分も

考慮に入れた形で進めていきたいと考え

ております。 
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 平成２７年度のマラソン実行委員会に

つきましては、いろいろと改善をしていた

だき、契約につきましても、それから、大

会の運営につきましてもいろいろご提案

をいただいております。そのことは非常に

ありがたいことでございますし、先ほど、

せっかく実行委員会として協働してやっ

ていこうと考えているのに、行政にはその

姿勢が見えないということご指摘ござい

ましたけれども、我々といたしましても、

マラソン実行委員会さんと十分協議を詰

めさせていただいて、平成２７年度のマラ

ソンにつきましては団体さんと協働して

実施してまいりたいと考えております。 

 マラソンにつきましても、今回いろいろ

とコースの設定でございますとか、あるい

は大会の運営でございますとか、改正をさ

せていただいて、その部分につきまして、

実行委員会と詰めさせていただいている

ところではございます。委員がおっしゃい

ましたように、職員も精いっぱいやってお

ります。 

 ただ、その実行委員会から提示いただき

ました、１９日の実行委員会までの書類の

作成につきまして間に合わなかったとい

う点は確かにございました。その点は申し

わけないと考えております。管理職として

指導が足らないということであればそう

いうことになろうかと思います。その点に

つきましては、実際に実行委員会に間に合

わなかったわけでございますから、おわび

申し上げたいと思います。 

 以上です。 

○安藤薫委員長 大澤委員。 

○大澤千恵子委員 今、開放団体のお話、

辻課長のほうからいただきましたけども、

私、１４万円を見出せないというよりも、

この学校教育課程と切り離しているのに

何で学校がやっているんやということを

言っているんですよ。おわかりいただいて

いますか。 

 開放事業で、総合型スポーツ事業をやっ

ているせっつブルーウィングスさんの事

業ありますよね、これも全て関連してきま

すよね、関連してきませんか。もともと開

放事業というのは、いろんな各種地域の方

たちが入っているスポーツ振興のために

開放しているわけじゃないですか。何で学

校が全てやっているんですかということ

を言っているんです。 

 先ほど、学校の開放団体が使うラインや

どうのこうのと言ってはりますけど、現状

としては学校の運動会があれば、それ使う

わけですよ。文部科学省から来ているもの

に関しては、学校施設開放に関しては別物

としている。更衣室もそうです。ライン一

本でもそうですけど、別管理をしなさいと

言っているわけです、文部科学省のほうは。

でも、実際それできていませんよね。全く

同じものを使っていますよね。どこが開放

が使って、どれが学校が使っているかわか

らないから、学校が足りなくなったら発注

してるだけじゃないんですか、これは。し

かも同じ様式で。私、全て領収書取ってい

ませんけれども、鳥飼小学校の分は持って

ます。この領収書、業者も一緒じゃないん

ですか。これ、提示してください、領収書。

全く同じものを全く同じ様式で発注され

ていますよね。これ、確認してください。

委員長、確認求めます。 

○安藤薫委員長 暫時休憩します。 

（午前１０時４４分 休憩） 

（午前１０時５５分 再開） 

○安藤薫委員長 再開します。 

 大澤委員。 

○大澤千恵子委員 今、休憩中に整理しま
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したけれども、まずその問題要因ですね、

これを今後どう考えているのか、先ほど申

し上げた問題があるのであれば、しっかり

これを答えていただきたいということと、

それから、先ほど言いましたけど、実施が

開放委員会によって委ねられているとい

う形なので、全国的に各市町村によってや

り方も違うと思います。そこを今お聞きし

ているところをきっちり精査して答えて

いただきたいというところです。 

 それから、何度も言いますけども、１４

万円について意味がないと言っているの

ではなくて、学校と学校開放の差別化がき

っちりできているのかというところをし

っかりと答えていただきたいということ

です。これは、精査しましたので、よろし

くお願いします。 

 それから、先ほどの体育協会の件でござ

いますけれども、この体育協会の件に関し

て、ご答弁いただきましたけれども、連盟

に対して３万円支払っている。その連盟に

加入している代表者名簿、これも私が、提

出してくださいと言ったら、ありませんで

したよね、過去平成二十何年かな、そこか

らとまっていましたよね。そういう団体に

対して、３万円の補助、しかも３万円の補

助した後の領収書、印鑑もない。全て印が

ありません。全部ですよ、各団体の。１件

だけありましたね、バスケットボール連盟

だけ印鑑がある。そんな団体に３万円出し

ているわけですよ。何で精査できないんで

すか。印鑑があるのは、バスケットボール

連盟だけです。 

 ３万円出してる趣旨が違うのなんて、も

う百もわかっております。でもこういう団

体を登録していただいて、市の大切な税金

を市長杯、これに対して頑張ってください

という３万円を出します。その団体の領収

書もないものに対してお金を出している

ことに対して体育協会、何も言わない市は

どういうことなんですかということです。 

 それから、名簿、体育協会の登録団体の

条件ありますよね。事業計画、収支、こう

いったものを出さないといけないものに

関して、きっちり市はその団体に対して把

握できるのかというと、これも提出を求め

ます。提出してもらってないので。 

○安藤薫委員長 加盟している団体の名

簿ですか。 

○大澤千恵子委員 代表者の名前。 

○安藤薫委員長 体育協会に求めるとい

うことですか。 

○大澤千恵子委員 体育協会に求めるで

はなくて、市はそれを把握しておかないと

いけないわけです。 

○安藤薫委員長 それを含めて。 

○大澤千恵子委員 とりあえず、ここで。 

○安藤薫委員長 それでは、答弁求めます。 

 施設開放の現状と、あるべき姿、認識を

問うておられますが。 

 辻課長。 

○辻文化スポーツ課長 開放事業のこと

でございます。 

 私も、体育協会で、学校のグラウンドで

すけれども、開放で使わせていただくこと

がございます。また、白線とか消耗品を使

わせていただくこともございます。 

 ただ、それが学校で管理しているものな

のか、開放用に使わせていただいても問題

がないものなのかというのは、把握して現

場で使っているわけではございません、実

態といたしまして。 

 ただ、こちらのほうで、どこまでが開放

委員会で使っていい白線か、どこまでが学

校で管理している消耗品なのかという区

別はできてない一つの要因に、開放委員会
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は開放委員会で消耗品が要るので、通常、

学校の教育に支障を来すようなことがな

いように補填をするというぐらいの意味

合いしかないのかなというふうに認識を

いたします。 

 また、学校と開放委員会が線引きなく何

もかも学校がやっている現状があるでは

ないかということにつきましても、認識は

いたしております。 

 ただ、グラウンド、体育館がいつ空いて

いるかというのは、各ご利用者様は学校に

行かれますので、一定学校のほうで受けざ

るを得ない状況がございまして、そのあた

りの多くの部分を学校の教員の方に、特に

教頭にご負担いただいているというよう

な現状がございます。 

 会計監査等の役割につきましては、開放

委員会の中のお金の使い道、また、チェッ

ク等々のお話になってこようと思います

ので、そのあたりは会計監査機能がきっち

りと働くように開放委員会のほうに働き

かけを行いたいと存じます。 

 以上です。 

○安藤薫委員長 大澤委員のほうから具

体的に一体化しているというような指摘

があったんですけども、全ての学校開放委

員会、もしくはそういった例があるのかど

うか認識ですね、実態どうなのかというこ

とについてはどうですか。 

 ある学校では、事務局が教頭先生という

ことで学校がやっているような状況にな

ってしまって、一体化している実態がある

と。別々なものになっていないように見受

けられるケースがありましたというご指

摘なんですけども、そういった把握をして

おられるのかどうか、ほかの学校、市内全

体の学校開放委員会の実態はどうなのか、

その辺の認識をされているのかどうか、本

来の開放委員会のあるべき姿と実態との

乖離があるのではないかという指摘なん

ですけども、その点の認識についてもご答

弁いただけたらと思うんですけども。 

 暫時休憩します。 

（午前１１時 ４分 休憩） 

（午前１１時２０分 再開） 

○安藤薫委員長 再開します。 

 大澤委員の質問に、開放委員会の問題と

体育協会の問題の指摘がありましたので、

答弁を求めます。 

 宮部部長。 

○宮部生涯学習部長 最初に、学校施設開

放の件でございます。 

 学校施設開放におきましては、摂津市学

校施設等の使用に関する条例に基づき教

育委員会が使用の許可をいたしておりま

す。実際にこの運用に当たりましては、こ

の条例に基づきまして、各学校に運営委員

会を組織いただきまして、その運営委員会

に委託いたしております。 

 学校施設開放におきましては、毎年その

運営委員会と運営委員会名簿、登録団体の

名簿を提出いただいております。 

 運営委員会につきましては、中学校５校、

小学校１０校、合わせて１５校ございます。

運営委員会の実際の運用につきましては、

それぞれの運営委員会で運営状況が異な

っております。例えば、３月に総会を開か

れるところもあれば、学校の使用の申し込

み期限、たしか３か月だったと思いますけ

ども、３か月ごとに開催いただいているよ

うな運営委員会もございまして、それぞれ

運営状況は異なっておりますが、先ほどご

質問ございました委託料につきましては、

毎年決算いただきまして私どもに報告を

いただいております。 

 ただ、我々事務局としては、教頭先生が
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通常、事務を行っておられまして、毎年の

状況でございますので、学校の施設と学校

施設開放の設備、あるいは用具、あるいは

消耗品につきましては区別して利用いた

だいていると考えておりますけれども、そ

の実態を把握しているのかといいますと、

実行委員会からの書類によりまして判断

しているところでございますので、その部

分につきましては、再度我々のほうで調査

いたしましてご報告させていただきたい

と考えております。 

 体育協会の件でございますけど、毎年度、

体育協会から登録チームと役員名簿をい

ただいております。 

 ご指摘の体育協会加盟時に事業実施の

計画とか団体名簿を出していただくとい

うその書類につきましては、直近がゴルフ

連盟の平成１８年度ということでござい

まして、以前にご質問いただいた折に調査

いたしましたけれども、手元にはございま

せんでしたので、その旨、お伝えさせてい

ただいたところでございます。 

 この部分につきまして、平成１８年のゴ

ルフ連盟につきましては、まだ１０年経っ

ておりませんので、その加入時の書類につ

きましては、再度、調査させていただきた

いというふうに思います。 

 それと、市長杯実施におきまして、印鑑

が抜けていたということでございますけ

れども、会計上、市でやる場合には必ず押

印ということもございますが、体育協会に

市長杯を開催していただくにつきまして、

市長杯を実施する連盟につきましては体

育協会のほうから、開催費として分担金３

万円お出しさせていただいております。 

 その分担金につきましては、文化スポー

ツ課の窓口におきまして各連盟の主に会

計の方に来ていただきましてお渡しさせ

ていただいております。ご本人が来られて

自筆された場合には押印をしていただか

ず、サインということでいただいておりま

して、記名の場合は押印していただいてお

ります。ご指摘の印鑑のない、あるいは印

があるという分につきましては、以上のよ

うに手続きを行っておりますので、ご了解

いただきたいと思います。 

○安藤薫委員長 大澤委員。 

○大澤千恵子委員 学校施設開放の件で

すけども、歳入はどうなっているんですか。

歳入は誰がやっているんですか。学校開放

団体、減免じゃない団体に関しての規定あ

りますよね。学校開放団体で登録している

減免ではない団体の歳入です。規定があり

ますよね。金額が決まっているはずです。

それに対しての歳入についてはどうなっ

ているのかをお聞きしたいのが１点です。 

 それと、先ほどご答弁いただきましたけ

れども、団体の加入マニュアルが今、直近

でゴルフ連盟が平成１８年ということは、

それ以前のものは代表もかわってないん

ですか。代表の方が、例えば、連盟の会長

がかわってない前提のもとで領収書の３

枚を出したときに、その名前が会長なのか

どうか、どうやってわかるんですか。印鑑

がなくても名前が代表であれば渡すとお

っしゃいましたよね、今。でも、過去から

団体マニュアルの事業計画書、規約、会則、

役員名簿及び構成団体の名簿が出されて、

これが変更されていないのがずっと続い

ていたら役員の構成名簿も役員も２０年

前とか１０年前のままじゃないんですか。

それを各団体がお金を取りにきました。名

前を書きました。そこチェックできている

んですか。 

 今の答弁でしたら、平成１８年から約１

０年間の間、連盟の会長がかわっていると
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いうのは、もちろん把握はされているはず

ですけれども、その方が来て、その方が印

鑑持ってなくて渡すというのはどういう

根拠から渡しているのか、私にはちょっと

理解できません。ご答弁ください。お願い

します。 

○安藤薫委員長 体育協会のこと。 

 大澤委員。 

○大澤千恵子委員 今おっしゃったのは、

市役所にお金を取りにきて、事務をやって

いる方が渡しているんでしょう、そういう

ことですよね。体育協会がやっているんで

はなくて、市役所の方が事務をやっている

から、そこで３万円渡しているということ

ですよ、今おっしゃったのは。 

○安藤薫委員長 体育協会に加盟してい

る各団体の、先ほどの質問では、連盟の団

体とそれぞれの役員名簿というのはある

のかどうなのか。 

 ゴルフ連盟のことを今おっしゃいまし

たけども、全体として連盟の現状での役員

名簿等を体育協会が把握しているのかど

うか。把握してないとすれば、３万円取り

に来られたときに、きっちりその方が代表

かどうかというのはわからないではない

かという観点で具体的な例を出されてお

りますので、その役員名簿があるのかどう

かも含めて全体に答えていただきたいと

思います。 

○安藤薫委員長 宮部部長。 

○宮部生涯学習部長 毎年度、各連盟より

登録団体名簿をご提出いただいておりま

す。その中に役員名簿も添付されておりま

す。でございますので、各年度の役員名簿、

登録団体名簿は把握いたしております。 

 実際に市長杯の件でございますけれど

も、毎年、体育協会のほうで４月に評議委

員会が開催されます。評議委員会には各団

体の役員さんがおみえでございます。その

折に市長杯の件もご説明させていただき

まして、その役員さんは、どちらかといえ

ば我々が把握いたしております。実際にそ

の評議委員会、あるいは役員会におきまし

て分担金として市長杯を開催していただ

く連盟には３万円お渡ししますというこ

とでご通知申し上げまして、その通知に基

づきまして、その分担金用意できましたら

通知いたしまして、各連盟の方にお越しい

ただいております。 

 サインにおきましては、来られた方につ

きましては印鑑お持ちでなくてもサイン

いただきましたらそこでお渡ししており

ますし、十分ご本人も確認いたしておりま

す。 

 ただし、記名の場合は自筆ではございま

せんので押印いただいたということでご

ざいます。 

○安藤薫委員長 辻課長。 

○辻文化スポーツ課長 開放の使用料の

歳入処理のお話でございます。 

 開放の申請書は最終的に教育委員会、文

化スポーツ課のほうで歳入の処理をいた

しております。 

 といいますのも、申込時に使用料の計算

をする必要がございます。その使用料の計

算は文化スポーツ課のほうでさせていた

だいて、納付書をこちらで発行させていた

だいて、もう一度、開放委員会のほうにお

返しすると。使用者の方々が銀行で納付い

ただいて、こちらのほうで歳入の収納をす

るというような仕組みでございます。 

 以上です。 

○安藤薫委員長 大澤委員。 

○大澤千恵子委員 歳入のやり方は、学校

開放がそこは関与しているわけですよね。

市がそれをやっているわけですか。その歳
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入に関しては、市に入るということですよ

ね。全く別物ということですか、それは。 

 それをお答えいただきたいのと、それか

ら、今、当たり前のように、印鑑がないの

を平気で渡しましたっておっしゃってい

ますけど、印鑑がないものに対して領収書

としてみなさないじゃないですか。ここの

認識が私は間違っていると言っているん

です。サインしただけで、公的な文書です

よね、印鑑がないものに対して支出してい

るっておかしいことじゃないですか。この

感覚が抜け落ちているんじゃないですか

って言っているんですよ。 

 しかも、役員の名簿及び構成団体の名簿

を出してくださいと言った私に対して出

てきたものは、体育協会歴代評議員名簿、

これしか出てきておりません。ほんとに名

簿があるのかどうか書類提出を求めます。 

 以上です。 

○安藤薫委員長 名簿については、改めて

用意してください。 

 開放委員会の歳入の件、もう一度。 

 辻課長。 

○辻文化スポーツ課長 学校の開放の使

用料の処理でございます。 

 こちらは、摂津市学校施設等の使用に関

する条例に基づきまして、市の施設の使用

料が定められております。 

 したがいまして、施設の使用料そのもの

は市の歳入の処理をするべきものでござ

います。ですので、それを開放委員会のほ

うにその収受をしていただくというのは

理屈的には可能ではございます。 

 ただし、収入のその取り扱いの処理を委

託しますという処理と、それを情報公開す

るということができましたら、それは開放

委員会のほうに料金を市にかわって収受

していただくということが可能でありま

すが、それを現在は体制上、行っておりま

せんので、市が使用料の処理を行っている

ということでございます。 

○安藤薫委員長 大澤委員。 

○大澤千恵子委員 今、ご答弁いただきま

したけど、そうしたら学校開放が、例えば、

減免じゃない団体さんにお貸ししたとき

に、どんどん学校の施設を使ってください

っていう開放していったときに、収入が発

生した団体さんが増えた場合、今後こうい

うことを考えていかないといけないんじ

ゃないでしょうか。 

 今、市の歳入に入っている中で、学校開

放はその人は別枠で考えて、その人たちの

頻度が多くなれば、今度、学校開放とは別

で切り離しているというふうに、もちろん

予約とか曜日とかね、こういったことに関

しては学校開放がやっているだけで、実際

にその頻度が多くなれば、先ほど言ってい

た備品なんかも使うわけじゃないですか。

こういったところのバランスが非常に私

は崩れていくんじゃないかなと思うんで

すけど、もうこれはここで要望にしときま

す。 

 この学校開放に対して、もう一回よく検

討して、今後どういうあり方をしていかな

いといけないのか、学校施設の開放運営委

員会に対しても一律でしっかりと指導を

入れていただきたいと思います。学校側が

今、負担になっているところはやっぱり軽

減していかないといけないと思っており

ますので、そういったことに関して現状把

握をして調査していただきたいというふ

うに思います。これは要望にさせていただ

きたいと思います。 

 一連のことに関して、非常に曖昧である。

先ほど体育協会のことも言いましたけど、

私、全て言ってもいいんですけど、細か過
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ぎて、時間もありませんので全部言いませ

んけれども、教育長、私はさっきも言いま

した。ここで幾ら反省して、幾らやります

と言っても、現状やってないじゃないです

か。やっているふりだけにしか見えないで

す。しっかりもっと調査してください。私

でさえ、こんな調査ができるんですから、

教育委員会は自分たちの担当課です。私が

言っていることさえも理解してない方た

ち、たくさんいるじゃないですか。こうい

った現状をどう思っているのか。 

 さっきも言いましたけど、危機管理持っ

ていただきたいということ、今、ご答弁い

ただいた領収書の件に関しても、当たり前

のように印鑑がなくても出していますと

堂々とおっしゃったわけですよ。こんなん

普通の感覚ですか。私には到底、市民の税

金を使っている担当課としての発言と思

えません。納得ができないです。全てそう

です。契約の件に関しましても言いました

よね。これから第５次行政改革の中で、い

ろんな見直ししていくと思います。でも、

やっぱりもっと掘り下げて考えていかな

いと、上っ面で改革したって結局は同じこ

とだと思うんですね。 

 本当に地域住民の方や市民の方たちが

どういう実態なのかというのをきっちり

現場で把握してください。今やっている事

務作業についても、何をやって、何をやっ

てないのか、何ができてないのか、職員の

方たちがどういう認識なのか、冒頭で辻課

長が、契約に対しての認識がありませんで

したっておっしゃいました。それを指導す

るのは誰なんですか。 

 教育長、最後に教育委員会全体、今の私

の質問を踏まえて、今後、教育委員会がど

のようにすべきかということをお聞かせ

いただきたいと思います。 

 以上で質問を終わります。 

○安藤薫委員長 教育長。 

○箸尾谷教育長 団体の事務処理の不適

切な対応については、先日この委員会で再

発防止に努めてまいりますと申し上げた

とおりです。 

 また、今後のあり方については、第５次

行革の流れの中で取り組んで参りますが、

団体と行政の今後の委託の内容のあり方

について、私としては、ふれあいマラソン

の実行委員会がモデルケースになるだろ

う思っていたにも関わらず、きちんと対応

ができなかったことについては遺憾に思

っております。 

 その部分については、先ほど部長からの

答弁もありましたけども、早急に対応させ

ていただきたいと思います。 

 また、学校開放の件につきましては、こ

れもまた過去の経緯がある中で、それぞれ

の学校、あるいはそれぞれの地域の内情に

合わせて運用いただいていたということ

で、初期の頃はきちんとしたすみ分けもで

きていたんだと思いますけども、長い間、

人がかわったりしていく中で緩んできた

部分もあるのかなと思っております。その

部分につきましては、先ほどおっしゃって

いただきましたように、それぞれの実態に

合わせた現状把握をした上で見直しもし

ていかないといけないと思っております

ので、早急に現状把握をして対応させてい

ただきたいと思います。 

○安藤薫委員長 それでは、先ほども申し

上げましたように、開放委員会についても

現状の把握の状況については、またご報告

をお願いしたいのと、体育協会の加盟の団

体についての名簿についても出していた

だけるようにお願いをしておきます。 

 暫時休憩します。 
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（午前１１時４５分 休憩） 

（午後 ０時５８分 再開） 

○安藤薫委員長 それでは、再開いたしま

す。 

 質疑を続けます。 

 東委員。 

○東久美子委員 それでは、まず先に決算

概要を中心に質問させていただきます。 

 １３６ページのいじめ防止対策推進事

業のことです。これについては、もう既に

ほかの委員の方もお尋ねですので、重なら

ないようにと思っています。 

 この新規事業なんですけれども、摂津市

の教育に関する事務の管理及び執行状況

の点検及び評価報告書ではＡ。この報告書

の基準なんですけれども、各事業の評価基

準が示されていて、評価Ａは目標以上の成

果が得られたとされています。いじめ防止

対策推進事業は、こちらは２０ページです

が、記載されていて、具体的成果として評

価がＡとなっておりますので、目標以上の

成果というものがどのようなものであっ

たのか、お答えください。 

 続いて２点目になります。次は、いろい

ろ飛んで申しわけないです。概要で１３８

ページ、学校部活動等助成事業のことでお

伺いします。学校部活動対外競技参加費補

助金についてです。予算現額が３２万円で、

これだけで見ると執行率１００％になる

と思うんですが、この補助金の目的と、ど

のような補助をされたのかお聞きします。 

 これについては、事務報告書のほうには

内容がないんですね。これは記載の仕方の

ことなんですが、内容がありませんので、

お聞きします。 

 ３番目に、学力定着度調査事業について

です。 

 学力定着度調査事業については、もう２

０１５年度からは学年が拡大され実施さ

れるものと把握しておりますので、この学

力調査から見える課題に対して、どのよう

な課題が見えて対策を練るサイクルを検

討されましたかということでお願いいた

します。 

 ４点目になります。１４０ページです。

教育関係団体補助金事業、この補助はどの

ようなものですか。また、成果はどのよう

なものでしたか。 

 ５点目になります。１４８ページの中学

校就学援助事業の中学校夜間学級生徒に

対する扶助費のことでお伺いします。 

 備考欄では経済的理由で就学困難な生

徒に対する学用品などの援助と記載され

ています。この援助については、予算現額

が２７万５，０００円で、決算額が９万５，

６７３円です。執行率は３４．７９％にな

りますので、どのような援助で執行率が約

３５％になったのか。 

 また、この援助の対象者について、個人

情報にかかわる部分があるかもしれませ

んので、そこを排除されて、人数、年齢、

性別などお答えいただける範囲で結構で

すので、できるだけ具体的にお願いいたし

ます。 

 次は、６点目になります。１５０ページ

の幼稚園管理運営事業についてお聞きし

ます。 

 この中に、これは文教常任委員会で私の

ほうで以前お聞きしたことなんですが、小

学校、中学校は項目で図書費があるんです

けども、幼稚園はないと。そのときにはき

ちんと説明していただきました。このよう

なことでという理由はお伺いしておりま

すが、重ねて図書費、各幼稚園の管理費全

体の中で、どれぐらい図書費にご使用にな

ったのか、お願いいたします。 
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 続いて、１５２ページ、幼稚園検診事業

です。 

 これは小学校、中学校も行っております

が、幼稚園は歯の基準ですか、学校の基準

とは違う、異なっているところもあるとい

うふうにも私の調べた範囲ではあったん

ですが、まずどのような検診をされている

のかということと、治療勧告を出されてい

ると思いますので、そのあたり。治療勧告

を出して、回収というんですか、どのよう

に戻ってきているのかということをお聞

きします。 

 それから、８番目に１５６ページです。

せっつ生涯学習大学事業についてお聞き

します。 

 せっつ生涯学習大学事業についてなん

ですが、この事業は予算現額が７０万３，

２００円に対して執行率が６８．８％で、

低いと思いますが、私は執行率が低いこと

が悪いとは思っていません。というのは消

耗品とかでぐんと工夫されて減る場合も

ありますので、そういうことでお聞きして

いるんではないんですが、６８．８％でし

たので、当初立てられたものとどういうふ

うに異なってきたのか、執行率に対するど

のような理由ですかということをお聞き

します。 

 評価報告書のほうでは、目指した目標で

はせっつ生涯学習大学受講者数は３０名、

それから修了者数は２５名となっており

ましたが、受講者は１４名で本当に厳しい

結果だったなと思うんですが、修了者数は

いかがでしたか。お願いいたします。 

 それから、続いて９番目になりますが、

摂津市子ども・子育て支援事業計画のパブ

リックコメントの結果についてお聞きし

ます。 

 このパブリックコメントで保育の質に

ついて、保育の質の格差解消と公平な教育、

保育の提供を求める意見が寄せられてい

ました。市の見解では、保育指針及び教育、

保育要領に基づき保育や教育が提供され

ていることや、保育の質の格差が生じるこ

とのないよう、民間保育所との合同研修、

これ先生方と、保育士の方と思うんですが、

一定保育・教育の質の向上に努めておられ

るとのことでした。 

 市は民間保育所などへの運営費の負担

及び助成を行っていると思いますので、民

間の幼稚園、保育所の運営にかかわること

でのどのような関与ができるのでしょう

か。 

 といいますのも、やはりこのコメントの

中で、民営化の拡大の前の段階でも委員会

で何度も何度も丁寧に話し合われてきた

のは私も傍聴したので知っております。た

だ、そのときにも不安の中でやっぱり教育

の質、今回の文教常任委員会でも先生たち

のことが出ていたと思いますが、その辺が

大きいですから、市のほう、教育委員会が

責任を持って、こういうふうな質の問題や

当初予想されていた不安に対してかかわ

っていかれるのかということでお伺いし

ます。 

 以上です。よろしくお願いします。 

○安藤薫委員長 ９点のご質問でした。 

 それでは、答弁を順次求めてまいります。 

 荒木課長。 

○荒木学校教育課長 それでは、東委員よ

りのご質問にお答えいたします。 

 第１点目、いじめ問題対策委員会等に関

します摂津市の教育に関する事務の管理

及び執行状況の点検及び評価報告書にご

ざいましたいじめ不登校等の未然防止早

期対応の中で、この報告書にございます評

価指標につきましては、いじめ防止対策推
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進事業と、それから教育支援課が所管して

おります教育相談事業あわせた評価とい

うことになっております。 

 依然、本市の小学校、中学校におけるい

じめ・不登校の問題には課題が多数ござい

ますけれども、それらに対応すべく小・中

学校に配置しているスクールカウンセラ

ーの活動状況でございますとか、それから

教育センター等におきます相談窓口の対

応の件数等が、目指した目標に相当する数、

対応いたしましたのでＡ評価ということ

にいたしております。 

 また、いじめに関しましても、昨年度、

初めて摂津市のいじめ防止基本方針を策

定し、いじめ問題対策委員会という機関を

設置いたしましたので、委員の方に委嘱さ

せていただき、２回の定例の会議を持たせ

ていただきました。そこでいろんな知見を

いただいたという事業の内容に関しまし

て、Ａ評価ということにさせていただきま

した。 

 続きまして、学校部活動でございます。 

 この学校部活動対外競技参加費補助金

に関しましては、摂津市にございます公立、

私立含めました中学校や高校が、近畿大会、

あるいは全国大会等に出場する際に支出

する補助金でございます。 

 昨年度は摂津高校の陸上部、ダンス部、

それから薫英女学院高校のバスケットボ

ール部、陸上部、それから薫英女学院中学

バスケットボール部で５団体。それから陸

上に関しましては個人参加という支出も

ございましたので、摂津高校と薫英女学院

高校・中学とあわせて個人５人という形で

支出させていただいたというものでござ

います。 

 部活に関しては以上でございます。 

 それから、事務報告書にこの内容の記載

がなかったということでございますが、事

業でございますので、申しわけございませ

ん、次年度にはしっかり報告させていただ

きたいと思います。 

 ３点目、学力定着度調査についてでござ

いますが、これは小学校２年生におきます

シュアスタート調査を行いました。今年度

から２年生から６年生までで行う予定と

いたしておりますけれども、課題といたし

ましては、やはり小学校２年生段階で全国

の平均と差がございまして、おおよそ国語

で３ポイント、算数で２ポイントほどの差

があるということが４年間実施した結果、

明らかとなっております。 

 しかし、分析いたしますと、その学校の

中でも学年によって非常に差異がござい

ましたり、それぞれの状況でこの全国平均

との差というものも変化いたします。 

 したがいまして、今年度より、よりきめ

細かい追跡をするために２年生から６年

生までで、経年で調査を実施いたしまして、

その学年や、あるいは個人の学力状況も追

跡することができますので、そこにおきま

すいろんな学力形成過程、いろんな取り組

みの成果を測っていくことでありました

り、個人のつまずきを発見したり、そのよ

うなことを含めまして、今年度はきめ細か

い調査を行いたいと思います。 

 １２月に調査を行いますので、１月末に

結果が帰ってまいりまして、少し慌ただし

くはなりますが、できるだけ学年ごとの状

況を見ながら、新年度への学力向上プラン

に活かすというサイクルを考えておりま

す。 

 ４点目は、教育関係団体補助金につきま

してですけれども、これは摂津市におきま

す学校園、あるいは教育関係団体、そのよ

うなところで行う各種の研修ですとか、教
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育関連事業に対して補助金を交付すると

いうものでございます。 

 平成２６年度は、例えば生活指導研究協

議会ですとか、それから特別支援教育研究

協議会、在日外国人教育推進協議会、進路

保障協議会、人権教育研究会、市の教育研

究会とかですね。それから、スクール広場

を中心とする校長会、それから本市が教育

研究で委嘱をしております３校以外に対

して、各種のいろんな特色ある学校づくり

を行う推進の補助金を支出しているとい

うようなことでございます。 

 成果といたしましては、当然学校がそれ

ぞれの考えたいろんな人権でありますと

か、学力向上に関する研究、それに対する

支援でございますので、各学校の教育が非

常に推進したということでありますとか、

また教育関係団体が独自に研修等を行い

まして、教職員の指導力の向上に寄与して

いるというところでございます。 

 学校教育課からは以上でございます。 

○安藤薫委員長 木下課長。 

○木下子育て支援課長 それでは、１４８

ページ、中学校就学援助事業のうち中学校

夜間学級生徒に対する扶助費についてご

答弁いたします。 

 本事業につきましては、中学校夜間学級

に通う方のうち、経済的に困難な方に対し

て援助を行うものとなっております。学用

品や校外活動費、生徒会費、通学費を支給

しており、平成２６年度につきましてはお

一人の方に支給をしております。 

 予算との乖離ということでございます

けれども、当初３人程度ということで予算

計上をしておりましたけれども、実際に申

請のあった方はお一人ということでこの

ような結果になっております。お一人だけ

ということですので、済みません、個人情

報の関係もございますので詳しくは控え

させていただきたいと思います。よろしく

お願いいたします。 

○安藤薫委員長 小林次世代育成部参事。 

○小林次世代育成部参事 こども教育課

にかかわります３点についてご答弁申し

上げます。 

 まず１点目、幼稚園管理運営事業の中の

消耗品費に位置づけております図書の購

入の関係でございますけれども、各園とも、

子どもたち、また指導に適切な絵本であっ

たり、指導書というのを購入しているとこ

ろでございます。全体に占める割合でござ

いますけれども、それぞれ園に合った特色

ある絵本を購入しており、小さな絵本を細

かく買っている園もあれば、大型絵本とい

った分で購入している園もあります。 

 消耗品費に占める割合といたしまして

は、大体５％から１０％程度を図書の購入

費に充てているところでございます。 

 次に、幼稚園検診の内容でございます。

幼稚園では学校保健安全法に基づきまし

て、在園児さんの健康管理や健康増進を図

ることを目的といたしまして、内科検診、

眼科検診、耳鼻科検診、歯科検診といった

ものを毎年５月に、各園嘱託医の先生がお

られますので、そちらの先生による診察を

行っております。 

 その中で、専門医の再度の診察が必要な

お子さんに対しては、保護者の方に対して

診断名を記入した書面をお渡しさせてい

ただいて、専門医を受診していただくよう

にお願いをしているところでございます。 

 その割合でございますけれども、今年度

の状況でいいますと、内科検診では特に該

当の方がおられませんでしたけれども、眼

科検診、耳鼻科検診、歯科検診では、治療

を対象とする方が見受けられました。眼科
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検診では全体の受診者の３園平均でござ

いますけれども６％程度の方、耳鼻科検診

では２７％、歯科検診では２２％ぐらいの

方が再検という形で先生のほうから診断

を出していただきました。 

 ただ、内科検診はおられませんでしたけ

れども、眼科検診であったり、耳鼻科検診

については、お医者さんの治癒済みですよ

といった証明書を提出をいただいており

ます。幼稚園では７月以降プールも始まり

ますので、眼科検診とか耳鼻科検診で治療

がお済みでない方については、感染のおそ

れもありますし、何よりそのお子さんの病

状が悪化するといったことも懸念されま

すので、夏のプールへの参加を控えていた

だいております。 

 そういったことから、保護者の方の認識

も高く、全ての方が治癒済み証明書を園の

ほうに出されて、夏のプールを楽しんでお

られるといったことを確認しております。 

 それと、子ども・子育て支援新制度でご

ざいますけれども、今年４月からの子ど

も・子育て支援新制度の施行に向けまして、

本市におきましても他市同様、摂津市子ど

も・子育て会議を設置し、子ども・子育て

支援事業計画を策定するため、平成２５年

１１月から１２月にかけまして、就学前の

子どもさんをお持ちの保護者の方、また小

学校１年生から３年生のお子さんをお持

ちの保護者の方を対象に、ニーズ調査とい

うのを実施いたしました。 

 その中で、子ども・子育て会議において

計画案を策定して、またパブリックコメン

トを実施したわけでございますけれども、

パブリックコメントの中では２７名の方

から９０件のご意見をいただいたところ

でございます。 

 民間保育所との関係づくりというんで

すか、関与の仕方でございますけれども、

民間保育所さんとは平成２３年度に策定

いたしました就学前教育実践の手引きの

作成であったり、子ども・子育て会議にも

保育連盟の代表の方にも参画をしていた

だいております。また、公私立の保育士の

全体の研修会などにより交流を図ってい

るところでございます。 

 また、待機児童というのがまた一方で大

きな課題でもございます。民間保育園さん

のほうで建て替えによる定員増を図って

いただいたり、分園の設置をしていただい

たり、さまざまな観点で本市の就学前教育、

待機児童の解消にご尽力いただいている

ところでございます。 

 今後も私どもの市はコンパクトな市で

もございますので、より保育連盟さんを中

心とした各就学前教育の施設との連携を

図りながら、取り組みの充実を図ってまい

りたいと考えております。 

 以上です。 

○安藤薫委員長 柳瀬課長。 

○柳瀬生涯学習課長 それでは、私のほう

から決算概要１５６ページ、せっつ生涯学

習大学事業におきます予算執行率の理由

につきまして、ご答弁させていただきます。 

 せっつ生涯学習大学につきましては、予

算要求時にその講座回数と講師謝金の単

価によりまして予算要求させていただい

ております。平成２６年度予算につきまし

ては、大学が１２回、大学院が３回、また

大学の開講に先立ちましてプレ講座とい

う公開講座を１回行うことを予定してお

りまして、全１６回で、全て大学の教授ク

ラスの講師の講師謝金の単価で算出して

おります。 

 そのような中で、実際に大学、もしくは

大学院の内容を企画していく段階におき
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まして、講座の内容、もしくは講師の選定

におきまして、大学教授レベルではなくて、

准教授レベル、もしくは一般の市民であっ

たり、一般の講師の方という方にお願いす

る場合におきましては、単価が少し下がり

ます。そちらの差金が主な理由となってお

ります。 

 続きまして、大学の修了者数につきまし

てですが、現在、修了要件といたしまして

は、せっつ生涯学習大学全講座のうち５割

以上の受講によりまして修了と認定させ

ていただいております。平成２６年におき

ましては、１４名の受講者のうち、修了要

件を満たされた方につきましては１１名

となっております。 

 私のほうからは以上とさせていただき

ます。 

○安藤薫委員長 東委員。 

○東久美子委員 それでは、いじめ防止対

策の件で、この事業の評価がＡというのが

非常に理解しにくかったのでお聞きしま

した。２０１４年度のいじめ認知件数は、

小学校が２７件、中学校１４件です。２０

１３年度と比較すると、いじめの認知件数

は小学校で１件、中学校で３件、いじめの

認知件数が増加しています。いじめの認知

件数ですので、実際の件数は把握されてい

る数よりも多いかもしれないと考えられ

ます。 

 いじめの認知件数は２００７年から７

年間の数値がグラフで提示されています

が、２０１１年の小学校５件、中学校６件

が一番少ない件数です。いじめは取り組み

を進めると件数が増加するという面は十

分に理解しておりますが、この件数の推移

についてお聞きします。 

 また、不登校児童・生徒数は、小学校は

報告書のほうは４８件と書かれていたん

ですが、文教常任委員会でもきちっと５０

件ということでおっしゃって、見直しされ

たときに２件増の５０件、中学校１００件

ということでした。不登校、１０か年推移

のグラフでは、前年度よりも小学校は１４

件増え、中学校は２８件減少しています。 

 ただ、これも本当に数字というのは見え

ない部分があって、このグラフでは学年が

記載されていませんので、中学校の減少は

不登校の取り組みだったらいいんですが、

ではなく不登校だった対象の生徒が卒業

したことによるかもしれなくて、実態をな

かなか正確に把握しかねます。 

 このような数字が増えていますよね。私

は数字には決してこだわる必要はないと

思うんですが、たとえ１人であっても子ど

もが不登校、いじめで悩んでいるという実

態があるにもかかわらず評価Ａというの

はどうかな思います。これを例えば当事者

である本人、家族が見ると、なかなかこの

評価というものはどういったものなのだ

ろうかなと考えます。 

 いじめ、不登校の問題、課題については、

どれだけ実態を正確に把握し、早期に取り

組むかが重要と思っています。いじめの認

知件数が小・中学校あわせて１５０件ある

にもかかわらず評価がＡ、目標以上の成果

が得られたとするのは、謙虚な姿勢が見え

ないと思います。 

 ただ、この１５０件の件数をどのように

捉えられているのか、取り組みを進められ

るに当たって、今後になるんですかね、ど

のような姿勢で臨んでおられるのかお聞

きします。 

 学校部活動助成事業のことです。今説明

いただきましたので、全国大会に出る摂津

高校や薫英女学院高校、それから団体と個

人との補助金ということで理解しました。 
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 これは、対外競技に参加することで保護

者の負担はやはり大きいと思います。部活

動に一生懸命な生徒の背景には、経済的に

かなり厳しいご家庭があるかもしれませ

ん。経済的なことで部活に支障が出ること

のないように、負担額の削減を目指してい

ただきたいと考えています。補助金がご説

明では有効に活用されているようですの

で、今後もさらに増額していただけたらい

いかなと思っています。これは要望です。 

 学力定着度調査事業について、私は以前

から、取り組みがなかなか活かされていな

い。ましてや今年度は１２月ですので、１

月にどのように反映されるんですかとい

うことはたびたび質問してまいりました

ので、そこのところを十分に理解されて、

今年度のことについては取り組まれると

思いますので、また報告を受けたいと思い

ます。 

 それで、昨年度の予算のことに戻ります

けれども、有効なものだったらお金をもっ

と増額して、予算をとるべきだと思います。

ただ、この学力定着度調査については、本

当にやり始めたから突き進まなければい

けないという考え方ではなく、検討されて

柔軟にやっていただきたいと思います。 

 学力テストについて意見が出されてい

ます。複数です。国府市の学力テストを中

止すべきであると、この方はお考えのよう

です。学力の向上はテストでは実現できな

い。学力テストによって、本来の学ぶ喜び

を失う状況に追い込まれていると考えら

れる。子どもたちの基本生活を見直すべき

ではないかということでご意見を出され

ております。 

 パブリックコメントで本当に多くの人

数の、たくさんの方の中で何件しかないと

いうことではなく、こういうふうなものを

市民に求めた以上は、いろんな意見が出て

きたらそれを検討していただきたい。私が

常からというんですか、こういう機会に学

力テストの課題については再三お伝えし

てきましたので、これを真摯に受けとめて

いただけるようにお願いいたします。 

 これについては、もう要望というんです

か、決算の実績をもとに今年度、また拡大

されてやっておられると思いますので、今

年度、反映されて、１２月のテストが１月、

３学期に活かされることと思いますので、

その段階でまたお聞きさせていただきま

す。要望で結構です。 

 １４０ページの教育関係団体補助金事

業です。これについてはお答えいただきま

したので、それぞれの学校には学校文化と

いうものがあります。特に、新任の教職員

は教育課題に対する取り組みや、保護者対

応などを自分が初めて勤める学校で学ぶ

と思います。その実践が基準となることが

多いと思います。 

 しかし、先ほどおっしゃったように、い

ろいろな教科ごとの研修会でいろんな学

校の教職員がともに研修するんですよね。

ということをもとに、自分の学校だけを基

準とせずに、視野を広げ、いろいろな方法

を知って、他の学校の教職員と出会い刺激

を受けることになると思います。とても大

切なものだと思います。 

 成果をお聞きしました。これは指導力の

向上につながるし、成果がありましたとお

っしゃいましたので、教職員研修はより充

実されるように、どちらかというと新任の

教職員の方が増えていますし、研修を受け

る対象が広がっていますし、課題も今本当

に多くなっていると思いますので、どちら

かというと学びの場を広げるためには補

助金の増額も検討していただきたい課題
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かなと思っています。これは実績を重ねて

いただいて、今おっしゃった成果があると

いうことが説得力を持つように頑張って

いただきたいということで要望です。 

 中学校夜間学級生徒に対する扶助費に

ついてですが、この件につきましては、予

算と実際執行率が異なるのは当然のこと

と思います。個人情報で、お一人というこ

とですので、今のお答えで了解いたしまし

た。 

 私のほうで何が聞きたかったといいま

すと、お一人の方ということなので、お聞

きしたいことなんですけども、この扶助費

について、額的にどうですかということを

お聞きしたいんです。 

 だから、お一人の方で内容も伝えてくれ

はったんですけれども、どんなことについ

てでもです、学校の予算もそうです。全部

１００％満足ということはあり得ないん

ですけれども、この扶助費について、額的

にどのようにお考えなのかお聞きします。 

 済みません、これについては予算があり

ますので、予算があったから人数が増えた

ら割る形になるんでしょうか。済みません

が、お答えください。 

 それから、６番目の幼稚園の図書費のこ

とです。大体３園の平均が５％から１０％

ですというふうにおっしゃったので、もと

の金額がわかりませんので、中学校や小学

校は、細かくきちんと計算しないで言いま

すと、予算を子どもの人数でざっと割ると

１人当たり１，０００円ぐらいはかけてい

るかなと思いますので、この５％から１

０％ということで私のほうで金額が把握

できませんので、大体どれぐらいになるか

ということでお答えいただけたらお願い

いたします。 

 幼稚園検診事業のことについてです。こ

の検診内容についてなんですけども、随分、

幼稚園、丁寧な検診をされていると思いま

した。といいますのも、全員対象で検診を

しているので、やはり漏れ落ちがないかな

と思います。小学校のほうは事前にアンケ

ートをとって、内科検診は全員です。歯科

検診は全員です。でも耳鼻科とか眼科のほ

うは、アンケートで抽出して受けてもらう

という形で、保護者が責任を持って書いて

くださるので、それを基準にしないととて

もとても数が多いですし、その辺のことも

違いがあるかなと思いますから、それにつ

いてはそういうやり方ということで理解

しています。 

 私のほうで、このことで質問させていた

だいて驚いたのは、内科のほうは勧告書は

出さなくていい状態ということですね。出

していないと、ゼロということで。今、学

校のほうでも内科の先生のほうがいろい

ろ判断されて、病院にかかっている子ども

とか、アレルギー体質でとかいろんなこと

をお伺いになって勧告書になると思うん

ですね。これがどうのこうのだから全員出

すではなくて、かなり丁寧な対応の中で勧

告書を出されていると思うんですが、この

勧告書、眼科も耳鼻科も回収が１００％と

いうことは、本当にすごいことだなと思い

ます。 

 小学校、中学校も含めてですが、通って

いる子どもの保護者の層と、幼稚園とかに

なると保護者の時間的な使い方とか異な

りますので、同じではないにせよ、幼稚園

で関心をかなり高めていただけていると

思いました。 

 今、本当に学校のほうではもう学力、教

育委員会が言うてはる学力に特化して、学

力に力を注げるような体制が私は必要と

思っておりますので、こういう検診とかし
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て、そういう子どもの勧告とかそういうこ

とを丁寧にすべきなんですけども、この生

活の部分がきちんと保護者に根づいてい

たら、子どものいろいろな病気とか、そう

いうことにも早期に対応できますので、幼

稚園のほうですごく頑張ってくださって

るし、重ねて頑張ってほしいです。 

 ただ、歯の治療勧告がないんですけれど

も、歯については、ただ単純に虫歯のチェ

ックとか、そういうことだけでないはずな

んですね。今はネグレクトとか、子どもの

生活の背景が読み取れる部分があるんで

すね。そういうことでも、やっぱり歯の悪

いお子さんは多いということがわかりま

した。歯というのは本当に基本中の基本で、

小さいときにしっかりと歯医者さんに通

うとか、歯の点検とかの習慣がついている

と、かなり大人になってありがたかったと

いうふうなことにつながると思います。だ

から、歯の検診ね、今後、治療勧告につい

てどのようにお考えになるか、お願いいた

します。 

 小学校のほうでは、以前、千里丘小学校

が歯の取り組みをされていて、見に行った

んですけれども、やはりすごくやっている

学校は関心が高まるなという記憶があり

ます。ただ、本当に小学校、中学校はいろ

いろな教科以外のことをする余裕がない

ので、幼いとき、小さいときから生活基盤

をきっちりと親が見てくださるときに押

さえていただきたいと思いますので、お願

いします。 

 それから、こちらのほうも評価報告書の

６３ページになるんですが、ここのところ

で、これは先ほどとは逆で、通院医療費助

成の対象者を広げましたよね。広げたりと

か、積極的に今のことも含めてなんですけ

れども、具体的成果のところがＢになって

いるんですけれども、これはＢですかと思

ったんです。何か足らないところというん

ですか、まだ十分でないところとかあった

んでしょうか。私はこれはＡなんじゃない

のと思いましたが、これについてお答えく

ださい。 

 続いて、せっつ生涯学習大学についてで

す。せっつ生涯学習大学の受講者数の拡大

を図るために、一般市民向けの公開講座を

実施されていますが、事務報告書にある公

開講座のどの回で行われていましたか。１

２回ありましたよね。その中の全ての回で

一般じゃないと思うので、公開講座は何回、

どの回に行われたのかということと、公開

講座に参加された数ですね。それと、もし

参加された方の感想があれば、参加されて

どうだったかということを把握されてい

たらお聞きします。 

 それから、９番目の子ども・子育て支援

事業計画についてです。これについては質

的なこととか、今までと下がらないように

というようなことについて、平成２３年に

策定された手引きがあるとか、それから研

修があるとかということでご答弁があっ

たと思います。 

 これについては、本当に信頼関係と思う

んですね。保護者の方から、また今後もこ

のようなパブリックコメントというのは

おとりになるんですよね。こういうふうな

ものをとられたときに、保護者のほうが不

安に思っていたけれども、安心したとか、

そういうふうなことで結果が出たらよい

かなと思います。 

 私のほうでは、やはり一番最初に質問し

ましたように、どこまで運営にかかわるこ

とで市のほうが発言していただけるのか

なとかいうふうなことも思ったんですが、

そういうふうな実際に各幼稚園、保育園な
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りの運営会議とかに参加したりされるこ

とはできるんですか。それはできないんで

しょうか。これをお答えください。 

○安藤薫委員長 溝口課長。 

○溝口総務課長 摂津市の教育に関する

事務の管理及び執行状況の点検及び評価

報告書に係る部分で、今回、ページで申し

ますと１ページの２番、各事業の評価基準

というものを入れさせていただいており

ます。こちらにつきましては、平成２６年

度から新たにこのような形で４段階での

評価を導入させていただいたものでござ

います。 

 これまで教育委員から、またこの点検評

価にかかりまして知見者からいろいろな

ご指摘、ご指導をいただいている中で、や

はり各事業が毎年度、どこまでできて、ど

こができていないのか、そのような進捗状

況も含めて、よりわかりやすい形で評価す

べきではないかというようなご指摘があ

りましたので、今回から４段階で入れさせ

ていただいたものでございます。 

 それぞれ教育推進プランに掲げており

ます各事業での目指した目標、内容に対し

まして、実施内容でのアウトプット評価で

はなくて、具体的成果といたしましていわ

ゆるアウトカムといわれるものでござい

ますけれども、アウトカム評価を今回入れ

させていただいております。 

 例えば、職員の研修回数を１０回実施し

ますというような目標に対して、それが例

えば８回実施できましたということであ

れば、結果としてアウトプットの評価とし

てはおおむねできておりますというよう

なことなんですけども、我々といたしまし

てはその結果、その研修でどこまで職員の

能力向上が図れたのかという成果の部分、

アウトカム評価をすることを目指して入

れさせていただいているものでございま

す。 

 各事業で明確な指標を掲げるものが、な

かなか困難な事業も多数ございますので、

今後、またその部分については、目標設定

については精査させていただきまして、次

年度以降の推進プランでの目標設定に反

映できるよう努めてまいりたいと考えて

おります。 

 簡単に評価基準についてまず説明をさ

せていただきましたので、それぞれまた担

当のほうから答弁させていただきたいと

思います。 

○安藤薫委員長 山本教育総務部長。 

○山本教育総務部長 少し、その評価のと

ころの補足をさせていただきます。 

 この評価、平成２６年度の点検評価から

入れさせていただきました。基本的な考え

方は、今、溝口課長からあったと思います。

補足といたしましては、目標、いじめであ

ったり、子どもの虐待であったり、将来的

にはゼロというのが当然我々としては目

指すというところではございますけれど

も、あくまで年度年度の評価という扱いで

ございますので、知見の先生のほうからそ

ういうアドバイスもいただきながら、平成

２６年度の目標に対して平成２６年度ど

こまで達成できたかと、またそういう評価

でございますので、個別事業は各課長から

ご説明いたしますけれども、そういう単年

度評価というような扱いであるというこ

とはご理解いただきたいと思います。よろ

しくお願いいたします。 

○安藤薫委員長 荒木課長。 

○荒木学校教育課長 いじめ及び不登校

についてお答えいたします。 

 いじめに関しましては認知件数という

ことで測っておりますけれども、この認知
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件数におきましては、ご存じのように文部

科学省における一定の基準と申しますか、

いじめの定義というか、そのあたりの変更

によって、摂津市だけではなくて全国的に

件数が上がったというようなこともござ

います。一番中心となりますのは客観的に

見ていじめということではなくて、そうい

うような対象となった児童・生徒が、自分

がすごく心理的あるいは物理的に被害が

ある、嫌だと、不快を感じたということが

いじめであるというそういう捉え方で、し

たがってそれに当たっての被害を受けた

児童・生徒の心情について、学校が聞き取

りをもとにして組織的な委員会等でそれ

がいじめであるかどうかを認知するとい

うような形に変わっておりまして、しっか

りと学校としてこれをいじめと捉えると

して、この子を見守って周囲を指導してい

かなければならない、そのように捉えた件

数ということで報告が上がりますので、認

知件数が増加することは確かにそういう

事象が起こったわけですから、非常に大き

な課題なんですけれども、学校としてそれ

を認知するということは、早期に発見して、

早期に対応しようという学校の姿勢のあ

らわれということで、単純に件数の多い、

少ないで測ることは難しいという状況も

ご理解いただきたいと思います。 

 さらに、先日の岩手県のいじめの事案を

受けまして、文部科学省のほうは、さらに

昨年度のいじめについてもう一度見直す

ように、指示も出ているところでございま

す。 

 続きまして、不登校に関してなんですけ

れども、昨年度、中学校のほうが減少いた

しましたのは、中学校１年生の不登校が２

１人、２年生は４４人、３年生は３５人、

例年中学校におきましては１、２、３、学

年による差はそんなに大きくはないんで

すけれども、昨年度は中学校１年生で大き

く減少したということがございました。 

 その要因、原因はさまざまだと思います

けれども、小学校から中学校に上がる際に

不登校の数は大きく増えるということは

課題が明らかになっております。したがい

まして、小学校から中学校に上がる際には、

小学校と中学校がしっかりと情報を共有

いたしまして、それからスクールソーシャ

ルワーカー等やスクールカウンセラー等

に関しましても、小学校と中学校あわせた

目で見ていくというような、そういう取り

組みも行っております。一定その成果が出

たのかなということも考えております。 

 また、この不登校、それからいじめ、あ

るいは問題行動等に関しましても、スクー

ルカウンセラーやスクールソーシャルワ

ーカーが学校間で行き来しながら情報を

共有したり、それから小・中合同のケース

会議をコーディネートしたり、あるいはい

ろんな関係機関、福祉や警察等を含めた関

係機関との連携も非常に強化していると

いうところが１点でございます。 

 もう一つは、小・中合同それぞれの校内

の生徒指導の体制をさらに強化して進め

るというところもございますし、また小・

中またがるような事案でありますとか、い

ろいろＰＴＡを初め、地域の方といろんな

情報を含めまして、民生児童委員さん等と

の連携等も含めまして、地域との連携もさ

らに進めていきたいとに考えております。 

 また、いじめや不登校が起こりにくいよ

うな未然防止につきまして、成長を促す指

導と申しますか、いじめや不登校を起こさ

ないようなそういう集団づくりと申しま

すか、いろんな生徒会や児童会の取り組み

等もさらに進めてまいりたいと考えてお
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ります。 

 以上です。 

○安藤薫委員長 木下課長。 

○木下子育て支援課長 それでは、私のほ

うから子育て支援課に係る内容について

ご答弁申し上げます。 

 まず１点目、中学校夜間学級生徒に対す

る扶助費についてでございます。金額的に

どのようなものかというご質問でござい

ましたけれども、先ほど支給品目について

ご紹介をさせていただきましたけれども、

それらにつきましては全て一般の就学援

助事業の中学生と全て同じ金額とさせて

もらっております。 

 また、人数が増えた場合にどのようにな

るのかというご質問でございましたけれ

ども、扶助費という性格がございます。ま

た単価のほうを決めておりますので、それ

らにつきましては、人数が増えた場合につ

きましては何か予算的な手当をして支給

すべきものであると考えております。 

 それから、教育に関する事務の管理及び

執行状況の点検及び評価報告書におきま

す６３ページの子ども医療費助成事業に

ついての項目につきましてでございます。 

 この事業につきましては、医療費助成事

業ということで、事務的な内容となってい

るものでございます。当初掲げております

事業内容を目指した目標につきましては、

そこにございますように助成を行うこと

によって経済的負担の軽減と子どもの健

康の保持増進を図るという内容にさせて

もらっております。 

 ここにつきましては、対象者の多い少な

いではなく、あくまでこの目指した目標を

達成できたかどうかということで判断を

させていただきたいと考えておりますの

で、それが一定できたということでＢとい

う評価をさせてもらっているものでござ

います。 

 以上でございます。 

○安藤薫委員長 小林次世代育成部参事。 

○小林次世代育成部参事 こども教育課

に係ります３点についてご答弁いたしま

す。 

 まず１点目、幼稚園での図書の購入の件

でございますけれども、購入金額に各園に

少しばらつきもございますし、先ほど申し

上げました冊数についても、購入する絵本

によって多い少ないがございます。ただ、

在園児数で割った１人当たりの単価とな

りますと、少ない園ですと一人当たり１９

０円程度、多い園で９８０円程度といった

ことで、これは平成２６年度の実績でござ

いますので、これまでに蓄積しております

各園での絵本等の在庫もございます。あと、

同じ消耗品費の中で先生が教材用として

使うような教材用の絵本的なものもこの

消耗品費の中で買っておりますので、先生

方はそういった絵本なり、指導書を通して

子どもたちに本の楽しさであったり読み

聞かせをしていただいているところでご

ざいます。 

 それと、検診の関係の歯の治療勧告がな

いというところでございますけれども、先

ほど申しました内科検診は該当者がござ

いませんでしたけれども、眼科検診であっ

たり、耳鼻科検診等については、医師の治

癒済み証明書を出していただいておりま

す。 

 歯の治療につきましては、保護者の方に、

診察をして例えば歯の状態、虫歯がありま

すよとか、歯の並びが少し悪いですよ、歯

医者さんで再度受診してくださいといっ

たお知らせはしております。ただ、それが

先ほど申しました７月のプールの入水に
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かかわるかといった件では直接関係がな

いといったこと、それと歯の治療というの

はかなり長期間にもわたるといったこと

もございます。 

 幼稚園の保護者の方は夏休みの長期休

暇がございますので、その間に集中して歯

医者さんに行かれて治療をされていると

いったことを園のほうでは把握している

ところでございます。 

 歯の治療だけではなしに、耳鼻科であっ

たり眼科、その都度治癒証明書が出る、出

ないにかかわらず、最終的には出していた

だきますけれども、目の状態であったり、

鼻の状態、耳の状態等を保護者の方と逐一

保育の中で感じたことも伝えながら、子ど

もさんたちが万全の健康状態になるよう

に指導、またお願いをしているところでご

ざいます。 

 それと、子ども・子育て支援事業計画の

関係での保護者の意見の反映といった観

点でございましたけれども、子ども・子育

て会議にはＰＴＡ協議会の代表の方も含

めて、公募の就学前の子どもさん、就学中

の子どもさんの保護者の方、合計４名の方

に参画をしていただいております。平成２

７年度から始まりました計画でございま

す。毎年度、進捗状況管理をしていく、ま

たその次年度に向けて改善に取り組んで

いくといったことを子ども・子育て支援事

業計画では進行管理として位置づけてお

りますので、そういったところで保護者の

方のご意見もお聞きする中で、よりよい計

画となるように取り組んでまいりたいと

考えております。 

 それと、民間園さんへの会議の参画とい

うんですか、関与の仕方でございます。民

間保育園さんについては、それぞれの園で

保育指針に基づきまして、理念であったり、

経営方針であったり、特色ある取り組みを

されておりますので、私どもが会議に参加

したりとか、直接関与するということはご

ざいません。 

 ただ、摂津の子どもたちをどの園さんも

よりよい保育を、教育をしていきたいとい

う願いは一緒でございますので、全体研修

会であったり、さまざまな交流を通して、

私どものほうの伝えるべきところは伝え

ておりますし、民間園さんもお互いの情報

共有をされたりしているところでござい

ます。 

 以上です。 

○安藤薫委員長 柳瀬課長。 

○柳瀬生涯学習課長 それでは、私のほう

からせっつ生涯学習大学公開講座につい

てご答弁させていただきます。 

 せっつ生涯学習大学公開講座につきま

しては、従前、生涯学習大学プレ講座と申

し上げておりまして、せっつ生涯学習大学

の開講に先立ちまして、実際にそのせっつ

生涯学習大学の雰囲気などを知っていた

だくために、無料で、しかも申し込みなし

で受講できる講座を開催させていただき

ました。その講座を受講されました方がス

ムーズにせっつ生涯学習大学に入校され

るよう、効果を期待して開催するものです。 

 平成２６年度におきましては、私のほう

で把握はできておらないんですが、過去公

開講座を受講された方が大学受講をされ

るというケースもございましたので、一定

受講者層の拡大という効果は果たしてい

るのかと考えております。 

 平成２６年度におきましては、事務報告

書３４２ページに記載させていただいて

おりますが、中段、せっつ生涯学習大学事

業の（１）が公開講座に該当いたします。

受講者につきましては４４名受講いただ
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いております。平成２６年度は講師といた

しまして京都経済短期大学学長の岩田学

長に、日本、中国、韓国という国の米文化

を絡めた講座となっておりますが、岩田学

長につきましては、摂津市在住ということ

で、摂津の歴史もお詳しいことから、摂津

の歴史なども踏まえての講義でございま

した。 

 その中で、アンケートをとらせていただ

きまして、受講者からのご感想といたしま

しては、数点紹介させていただきますが、

わかりやすい講座でした。楽しい時間があ

っという間にたってしまいましたとか、ま

た親しみやすいことから興味を持ってお

聞きすることができた。また、知っている

ようで知らないことが多く、びっくりや感

動しました。機会を見ていろんな講座に参

加するつもりですということで、この公開

講座を受講することで学習意欲の向上に

もつながっているのかというふうに考え

ております。 

 以上でございます。 

○安藤薫委員長 東委員。 

○東久美子委員 初めに評価のことにつ

いて説明していただきましたので、単年度

ごとであるということもわかりましたが、

やはりこれを見たときに、どうしても２０

ページのほうのグラフに載っていますし、

それを見ると単年度というふうな捉えが、

参考資料があって、今までよりも件数が増

えているのにＡなのかというふうな受け

とめをしてしまうと思うんです。だから、

単年度であって、これは今までのものと比

較するものではなくというふうにされる

のだったら、このグラフは一体何なんだろ

うかということと、それから、やはり評価

の受けとめ方が違うなと思いましたのは、

私のほうは一人の子どもでも不登校であ

れば、一人の子どもがいじめで傷ついてい

たら、でも私はゼロになるなんてことは絶

対あり得ないと思ってます。人間が社会を

形成する中でいじめやいろんな課題とい

うのは、近づくことはできても皆無という

ことはあり得ない。皆無という数字が出た

ら、それは見落としというのか、十分見て

ないと、逆に思えるのではないかと受けと

めておりますので、だから先ほども課長の

ほうからもありましたように、基準が変わ

ることで見直し、基準の見直しで点数も増

えているということも説明あったと思う

んです。だから、そこは十分理解している

んですが、やはり単年度でこれは評価する

ものであるとおっしゃる以上は、この様式

というんですか、これは検討していただき

たいことが１点、それから、重ねて、私は

やはり子どもの、繰り返しになりますが、

子どもが一人で不登校とかつらい思いを

抱えている子がいてて、いじめ防止対策推

進事業がＡというのはなかなか受けとめ

にくいと思います。またご検討ください。 

 これについては、もう私のほうの基本的

なベースは寄り添ってほしいというとこ

ろの１点ですから、要望で、また次の機会

にどのようになったか質問させていただ

きますのでお願いいたします。 

 続いて、夜間中学のことについてはよく

わかりました。就学援助と同じということ

で理解しました。数が増えれば予算を割る

ということではなく、扶助費であるのでと

いうことで、よく理解できました。夜間中

学、一人で９万幾らというふうにとられる

方もいるかもしれないんですが。夜間中学

校なんですけども、今夜間中学校の学級が

設置されているのは、学校数は大阪府内で

は大阪市４校、岸和田市１校、東大阪市２

校、八尾市１校、堺市１校、守口市１校、



- 31 - 

 

豊中市１校の１１校だと思います。日本全

体で見ても８都府県の３１校のようです

ので、今後、夜間中学校の学級を設置して

いるところは減少していくのかなと推測

しますが、さまざまな事情で学べなかった

人、学び直しをしたい人にとって、なくし

てはいけない学校ではないかと受けとめ

ています。 

 中学校の夜間部の減少によって通学が

困難になり、これは通学費も要りますので、

交通費も、大きいと思います。まだここは

どこに行かれているかは知りませんが、守

口は近いですけれども、もし守口がなかっ

たらとか考えると、随分遠方まで行くとな

ると交通費もかかります。働いておられる

方だったら仕事の関係で時間の確保も困

難かと思います。通学が困難なため諦めざ

るを得ない人もいることを考えると、本当

に厳しい。卒業後の進路については、高校

進学される方や調理師免許等の国家資格

を取るなど、それぞれ努力を積み重ねて進

んでおられるようです。 

 学ぶことについてなんですけれども、こ

としノーベル賞を大村先生がおとりにな

って、その中で大変感動というんですか、

思ったことがあったんですけれども、大村

先生も夜間高校にお勤めで、そのときにテ

ストの監督をされていたときに、皆さんご

存じの話だと思いますが、油まみれの手で

答案用紙を書いている人がいたと。そのと

きに大村先生の捉えは、この子たちがすご

く頑張っているんやから、自分も勉強せな

いかんというふうなことにつなげて、子ど

もに対して、生徒に対して温かな目でごら

んになっていて、先生のそういう気持ちが、

子どもを見る温かい目がきっと教室の雰

囲気も変えていると思うんですね。そうい

う意味からも、寄り添えるように。 

 本当に中学校をいろいろな事情で卒業

できなかった方はいろんな思いを抱えて

おられると思うんです。それでぜひ私はこ

の補助をですね、続けてほしいと思ってお

りますので、本当に十分に寄り添う形でや

ってほしいと思います。 

 今、学校は本当に学力で、教育委員会も

本当に大変だと思う。なかなか学力って数

値が上げられない。摂津だけが頑張ってい

るわけ違いますからね。全国的に、全市的

に頑張っているんやから、順位というもの

はなかなか、順位だけで言うとですよ。本

当に学ぶということはどういうことかと

いうところが大村先生の話の中で私は思

ったことなんです。 

 教室にいてる子どもを、点数で見るよう

になってしまうんじゃないかなとすごく

危惧するところがあるんですね。この子が

平均点を上げているとか、平均点どうかな

というふうなことにつながりがちだと思

います。学校は追い込まないでほしいと思

います。 

 いずれにせよ、学びたい人、チャンスを

捉えて学ぶ人には、本当に市のほうで寄り

添って応援していただきたいと思ってい

ます。 

 次、幼稚園のほうはわかりました。幼稚

園は昨年度もなんですけれども、全ての管

理費の中で配分されているから、これは逆

に小学校とかは不便なんですね。予算がも

う決まっているから、たくさんのものを買

いたい年には買えなくてというようなこ

とがあるから、そういう意味では予算配分

の中で上手に使えば図書費もかなり使え

るということではあるかと思うんですが。 

 ただ、子どもで見ると、子どもは１年、

１年、１年なんですね。その年、その年、

その年。そしたら、絵本を広げたときに絵
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本のにおいが、くんくんとしたらあの特別

なにおいがするじゃないですか、印刷のね。

そういうような新しい本、それから絵本も

はやりがありますからね。そしたら新しい

本、古い本ばかりじゃなく、新しい本と出

会えるように。摂津市内でも本屋さんの数

が減っていますよね。だから、そういうふ

うな中があるので、やはり図書費というも

のは小学校、中学校のように確保してほし

いと思っています。 

 単価について、９８０円の園もあり、１

９０円の園もあるということなんですけ

ども、前年度たくさん買ってはったら、本

自体の数に相違がないかもしれませんけ

れども、やはり先ほど言いましたように、

新しい本の独特な世界に出会うためには、

図書費というものを大事に考えていただ

きたいと思います。これは要望です。また

ご検討ください。 

 検診のほうですが、保護者のほうには先

生のほうからこういうことですよという

ことでお知らせになっているということ

で、保護者のほうも先生との連絡の中で把

握されているのかなということは理解で

きましたが、やはり歯というものは本当に

なくなってからよくわかるんですよ。だか

ら、本当に年がいったときに、あの小さい

ときのそれがということがあるので、これ

はお母さんにお伝えになるとか、そういう

だけではなく、ぜひ勧告書をお考えくださ

い。勧告書を出しますとか、出しませんと

かいうお答えはなかったんですが、これは

もう検討していただきたいと思っていま

す。 

 せっつ生涯学習大学のほうですが、事務

報告書に公開講座と、それから１２回の講

座が書かれてあったんですが、１２回のほ

うにもこの回だったら一般の方においで

いただいてもいいですよと公開されてい

ると思って誤解がありました。岩田先生の

公開講座をされたということなので、それ

は理解しました。 

 ただ、残念なことは、これも表が出てい

ましたので、２０１２年が多くて２８名で

したが、減少していますよね。この情報は

口コミがかなり力を持っていると思うん

ですよ。今、この辺の大学に行かれる年齢

層の人は、いろんな無料の講座とかアクセ

スしていくと、ネットとかそういうものを

調べると、魅力ある講座というのはすぐ埋

まってしまうんですよ。いろんな企業も、

病院も今講座をやっていますよね、いろん

な病院がね。病院も市民向けに講座をやっ

ています。それも参加が多い回と少ない回

がある。当然ですけど。それから、銀行も

投資関係だけじゃなくて、文化的な講座を

やっているんです。そしたら、そこはすぐ

定員オーバーしちゃうんですね。 

 ということで、ぜひ今後、魅力ある講座

というんですか、講座内容のほうを考えて

いただきたい。大学を卒業された方が次の

方につなげていけるように、内容の検討を

お願いします。そしたら少しは増えるかな

と思います。 

 お隣の茨木市なんかは大学と、うちはほ

んとそのあたりが、条件はいろいろ市によ

って違いますからかなり厳しいです。 

 それと、私も今までした仕事の中で、研

修会担当いうのをやったことがあるんで

すね、全市的な。本当に人を集めるとかい

うのは厳しいことは十分わかっています。 

 魅力的な講座を設定しても、日程的にこ

れは摂津市全体ですからどこそこの町内

会の行事があるとか、いろんな会合があっ

て来れないとか、そんなことが重なるので、

本当に厳しいとは思いますが、内容の検討
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をして、また数が増えたという報告をお聞

きしたいと思っています。 

 最後の子ども・子育て支援のほうは、こ

れはもうお答えいただいたので結構です。 

 以上です。 

 済みません、私のほうで、今回聞かせて

いただいた学校部活動助成金ですよね。そ

れと、中学校就学援助事業ですよね。それ

については、ほかはなかったと思うんです

が、第５次行政改革でロードマップだった

かな、廃止ではなく、今後検討しますの項

目だったんです。検討しますという前提は、

その事柄が活用されていない、予算を使っ

てするに値しない、税金ですからね、とい

うふうな項目については、行革で変えてい

けばと思うんですが。 

 質問させていただいたときに、やっぱり、

学校の団体のほうも入っています、三つで

すけども、やはり成果があった、かなり意

味ある内容であったというふうにお聞き

しましたので、これについては今後、教育

委員会は内容を知っておられるし、教育委

員会がきっちりと意見を出していただけ

ると思っていますので、私はこの質問をさ

せていただいた三つはとても大事だと思

っていますので、よろしくお願いいたしま

す。 

○安藤薫委員長 よろしいですか。 

 皆さん質問等をそれぞれしていただき

ましたが、ほかにございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○安藤薫委員長 では、ないようですので、

以上で質疑を終わります。 

 暫時休憩します。 

（午後２時１９分 休憩） 

（午後２時２０分 再開） 

○安藤薫委員長 再開します。 

 討論に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○安藤薫委員長 討論なしと認め、採決い

たします。 

 認定第１号所管分について、認定するこ

とに賛成の方の挙手を求めます。 

（挙手する者あり） 

○安藤薫委員長 賛成多数。 

 よって、本件は認定すべきものと決定い

たしました。 

 これで本委員会を閉会します。 

（午後２時２１分 閉会） 
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